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・本社

フランス クレルモン＝フェラン

・全従業員数

13万2,000人以上（175カ国）
・売上高

285億9,000万ユーロ（約4.4兆円）
・事業内容

持続可能なモビリティ実現のため、お客様にとって最適なタイヤ、サービス、ソリューションの提供

67製造拠点で、約1億6,700万本のタイヤを製造（2022年実績）
デジタルサービス、旅行ガイド、ホテル・レストランガイド、地図など

皆様のモビリティを充実した体験にするお手伝いや

多様な産業に提供するハイテク素材を開発しています。

詳しくは www.michelin.com をご参照ください。

①ミシュランのご紹介



ミシュランには持続可能なモビリティを実現していく使命があります。
そのために不可欠な要素のひとつが、高い性能が最後まで続くことです。
タイヤに求められる性能は、安全性に関わる制動力やグリップはもちろん、快適性や耐久性、
または環境性能など多岐にわたります。
ミシュランはそれらを高い次元で調和させることで、トータルパフォーマンスに優れた製品を追
求しています。
安全性と経済性に優れたタイヤは、安心して摩耗末期まで使用することができ、消費され
るタイヤをより少なくすることを可能にします。タイヤ製造に必要な原材料使用量や廃棄
タイヤの抑制にもつながり、環境負荷の少ないサステナブルなタイヤを実現します。ミシュ
ランは最後まで続く性能を目指して、「Performance Made to Last」という思想のも
とタイヤを開発しています。

②ミシュランの製品コンセプト

最後まで続く性能を目指して
「PERFORMANCE MADE TO LAST」



Michelin  
over 130 years innovation



・左図（ル・マン24h)
WEC(FIA世界耐久選手権）におけるタイヤへの関心はそのライフの長さに集まりがちですが、そもそものグ
リップ性能が高くなければ話になりません。高いグリップ性能と、その性能をライフの最後まで安定的に発揮し
続ける能力の双方が求められるわけで、「Performance Made to Last」のフィロソフィーを掲げるミシュ
ランにとってWECは、技術を磨くのに格好のモータースポーツシリーズなのです。

・右図（ニュルブルクリンク・FFモデル最速タイムを記録）
Hondaと共同開発した公道も走れるサーキット用スポーツタイヤ、
「MICHELIN PILOT SPORT CUP 2 CONNECT」を装着した「CIVIC TYPE R（シビック タイプ アール）」が、
ドイツのニュルブルクリンク北コースで、性能評価のための走行テストを行い、FFモデルで最速※1となる、
7分44秒881※2のラップタイムを記録しました。
※新車装着はCIVIC TYPE R 専用のMICHELIN PILOT SPORT 4 S
※サーキット走行により照準を合わせたタイヤを今回新たに共同開発しています。
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最後まで続く性能を目指して
「PERFORMANCE MADE TO LAST」

タイヤを
摩耗末期まで
使い切ることは

・使用本数の削減!!

（購入・廃棄タイヤ減）

・タイヤ転がり抵抗が
低い状態での走行増
⇒燃費向上の可能性!!



タイヤ点検

デジタル
ツールの
ご紹介
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・タイヤ管理のプラットフォーム

①測定機器でタイヤ点検（残溝・空気圧）
②Bluetooth経由でアプリケーションにデータを記録
③摩耗状況や空気圧等の情報を車両ごとに点検レポートを自動作成
⇒タイヤメンテナンス（ローテーションや交換）時期等を正確に予測、
管理することが可能になり、タイヤマネジメントが可視化するサービスです。

⇒タイヤの適切な交換タイミングが管理可能になります!!

運輸事業者様はタイヤメンテナンスの予測ができ、タイヤ点検作業の省力化、タ
イヤ起因によるトラブルの未然防止、タイヤ使用本数の最適化が可能になります。
人手不足が問題となっている運輸事業者様にとって、生産性の拡大、安全性と収
益性の向上へのお手伝いが可能になります。



タイヤ点検

デジタル
ツールの
ご紹介



問題・課題解決のご提案

デジタルツールを
使用した点検

集計業務の省力化
タイヤ経費の削減

ペーパーレス化

通信型デバイス
の使用

報告書も電子化へ

• 点検時間の大幅な削減
• 効率的な点検作業の実施
• 安全運行をサポート

• 計測データの転記不要
• 管理PC等への入力作業不要
• 業務時間の改善／削減

• 報告書のフォーマット化
• 報告書の作成時間削減
• 包括的なタイヤ管理の実施
• タイヤを無駄なく使用することでの
経費削減（リグルーブ・リトレッド）

• 環境問題への取り組み
• コスト削減

• 点検→報告のスピードアップ
• 点検データの共有
• タイヤ予算の適正管理
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車両ごと点検詳細、アクションリスト、要交換リスト、残溝分布等々30種のレポートを自動作成
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2024年からミシュランのすべてのタイヤにRFIDが内蔵

小型サイズ、堅牢性、良好な通信性能

RFIDによるタイヤ個体管理の実現



RFIDの内蔵により使用プロセスの個体管理が可能！

2022/05/11 MICHELIN JAPAN B2B Partner Dealer Meeting 2002 Classification D3

入荷

装着

点検

他車両への
再装着

ローテーション
＆リグルーブ

保管管理
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点検 ＋データ入力 ＋レポート作成 + 分析時間（分）⇒約98％削減
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従来 Tire Care Tire Care＋QuickScan

タイヤ点検 データ入力 レポート作成＆分析

（4軸低床トラック50台点検時）



ミシュランが考えるこれからのタイヤ管理と運輸業界への貢献

RFIDによる
タイヤ個体管理

完全自動点検
⇒残溝測定

タイヤ管理
プラットフォーム

デジタル機器との連携
⇒車両位置情報、空気圧情報
のリアルタイムトラッキング

様々なデータ収集が可能
• タイヤ使用本数、寿命
• 使用空気圧
• タイヤのメンテナンス頻度
• 燃費
• 車両の動態管理
• 運転スキル

運送業者様の
期待される効果

• タイヤ購入、交換時期の予測
⇒生産性向上、労働環境改善

• タイヤ使用本数の削減
⇒資源の使用削減とCO2削減

• 燃費改善
⇒CO2削減



THANK YOU


